
重点項目 具体的施策 達成目標 自己評価 成果と課題 改善策 学校関係者評価

自ら学び
自ら考え
る力の育
成

・自分で考え決定し、
主体的に遊び込む力
を育成する。

・全職員で子供の姿について共通理解を図
るとともに、子どもが自ら遊び出し、遊び込
む為に必要な環境構成の工夫を行う。

・自分で考え決定し主体的に遊ぶ込む姿に
繋がるための環境の構成について園内研
究会を各学期に 1 回行い、職員全体で学
び合い、教職員の保育実践力を向上させ
る。

・月 2 回短期指導計画について協
議をする機会をもち、子供の姿や課
題について共通理解を図る。また戸
外遊びの環境について共通理解す
る事ができるように環境構成図を作
成し、話し合う機会をもつ。
・保護者アンケートの「子供は幼稚
園で自分の好きな遊びを楽しんい
る」という評価項目の肯定的な評価
を８０パーセント以上にする。

B

・戸外遊びの環境構成図を作成し、月
２回の短期指導計画の話合いの際
に、共通理解を図ることに努めた。実
際の子供の姿から、子供が主体的に
遊び込める環境を作っていく必要があ
る。
・保護アンケートで、肯定的な評価を８
０パーセント以上得ることができた。

・職員会議等で、教職員間
で活発に意見交換をし、子
供達の育ちや課題、また、
保育内容や環境構成、援
助等について共通理解を
図り、日々の保育に努めて
いく。

・室内外どちらでも自分の好きな遊びがで
きるよう、また異年齢が遊べるよう工夫さ
れている。
・戸外遊びの環境構成に視点をあてて研
修されたのはよかったのではないか。園内
研究、短期案等の研修の場を保育にいか
すことが必要である。
・個に視点を当てた、環境構成や手立てを
全職員で共通理解して進めていけるとよ
い。

直接体験
を通して
子どもが
心を動か
す保育の
推進

・一人一人が感じ考
え学びを深める事が
できる教育課程を編
成する。
・園の特色でもあるビ
オトープなどの園庭
の自然物を取り入れ
た保育を工夫する。

・学期ごとに教育課程の見直しをおこない、
自園の実態に応じた教育課程を編成する。
・月１回ビオトープ研修会を実施する。
・様々な自然に興味がもてるよう、草花や樹
木、落ち葉、虫など身近な自然物を保育に
取り入れ、保育室の自然物コーナーの充実
を図ったり、生き物を飼育したりする機会を
増やす。

・年３回、教育課程の見直しを行
う。
・年長児はビオトープ研修会を月
１回実施する。
・自然を取り入れた教育について
の肯定的な評価を80％以上にす
る。

B

・地域の方に講師として来ていただき、ビオ
トープ研修を開催する事ができ、身近な自
然に興味をもつことができた。
・「研修で学んだことを異年齢児に伝える機
会」を設けることができず、年長児が学ぶ
機会だけとなってしまったため、異年齢児
に伝える機会を作っていく環境づくりが必
要である。
・アンケートで85％の評価を得ることが出来
た。

・年長児が学んだことを異年齢児
に伝えたくなるような研修や、自ら
花や野菜に興味関心をもって取り
組むことができるように計画し保
育を進める。
・四季折々の自然を感じることが
出来るビオトープや園庭に自ら関
わり、直接体験を通して感じたこと
を表現できる場を整える。

・ビオトープ研修が、子供達の自然に対す
る興味、関心がより高まるよう願う。そのた
めには教師集団が自然に対する研究意欲
が左右する。教師の自然分野の姿勢の高
まりを願う。
・園庭の草木や生き物を見つけたり、変化
を感じ、保育室に持ち込んで、伝え合った
り観察したり、絵本につなげたり、保育の
中に取り入れ、自然に関する興味関心が
広がることを願う。

子どもの
健やかな
体づくり

・日々の遊びの中で
楽しく運動遊びに取り
組む。
・園と家庭が連携を図
りながら､基本的生活
習慣の確立を目指
す。

・日々の遊びの中で、運動遊びや律動に取
り組み、健やかな体づくりに努める。
・ほけんだよりやクラスだより等を通して、基
本的生活習慣についてや子供の日々の様
子等を啓発する。
・ほけんの話を基にけんこうカレンダーを随
時配布し、園と家庭が連携しながら基本的
生活習慣の確立につなげる。

・運動遊びの評価、保健活動の評価にお
いて肯定的な評価が８０％以上になる。
・積極的に保育の中で運動遊びや律動を
取り入れる。
・毎月ほけんだよりを配信し、保護者啓発
を行う。
・ほけんの話を月１回行い、けんこうカレ
ンダーを配布し、園と家庭が連携しながら
取り組む。

A

・運動遊び、保健活動ともに９８％の肯定的
な評価を得ることができた。
・運動遊びや律動を行っていく中で子供の
実態が見え、遊びながら多様な動きを経験
することができるようにした。
・ほけんの話について家庭でも話す様子が
見られ、保護者の意図的な声かけでけんこ
うカレンダーにも意欲的に取り組み、園と家
庭が連携しながらすすめることができた。

・楽しく運動遊びに取り組めるよ
う、環境の構成や教師の援助など
について意見を出し合い、共通理
解を図るとともに教師間で連携し
ていく。
・今後も子供自身が健康や体を大
切にする気持ちをもちながら過ご
せるよう、園の健康教育の取り組
みを啓発し、家庭と連携しながら
基本的生活習慣の確立を目指
す。

・基本的生活習慣をつける大切な
時期で、園と家庭との連携が大切
である。

特別支援
教育の推
進・充実

・個別指導計画を作
成し、実践、評価を進
めていく。
・組織的、計画的 な
インクル ーシブ教育・
保育の充実 に努め
る。

・個別な支援を必要とする園児の
情報交換を行い職員間で共通理
解を図る。
・担任と担当で連携し、個別指導計
画を作成する。
・必要に応じ、学校園コンサルテー
ションを利用する等、外部機関との
連携を図る。

・月２回にじいいろ保育会議を行い、
子供の姿や課題について全職員で
共通理解を図る。
・年２回、個別指導計画の作成を行
い、子どもの育ちを保護者と共有す
る。
・幼児の実態や教師の要望に応じ
て、学校園コンサルテーションを年
間 3 回は活用し、保育に生かす。

A

・特別支援対象児の記録を元に隔週で会
議をもち、育ちや課題、必要な支援につい
て全職員で共通理解を図った。
・年間２回特別支援対象児の保護者に個
別指導計画の開示、個人懇談会を実施し
た。また、個の状況に応じてその都度保護
者と話し合う場を設定した。
・学校園コンサルテーションを年間５回利用
し支援方法について学び、実践に取り入れ
ていくことができた。

・特別支援対象児が多
数在籍し、また課題も多
様化しているので、より
保護者との連携を行い、
実態に即した援助を行
う。必要に応じて関係機
関との連携を密に図って
いく。

・参観等を通して、一人一人の子
供の発達課題を受け止めて保育
しようとしている教師の姿勢を見ら
れることができた。
・今後全保護者にも園の姿勢を理
解してもらう定期的な研修の場作
りが必要ではないか。
・園児の個性も保護者の思いも多
様だと思うので、保護者トの連携
が大切だと思う。

人権教育
の推進・
充実

・自尊感情や他を思
い
やる気持ちを育む保
育を実践する。

・保護者と連携して、
自尊感情の育成に取
り組む。

・日々の保育の中で、自尊感情が高ま
るように、一人一人を十分に認め、自
分も他者も大切にできるように、子ども
の気持ちや考え、行動等を尊重した保
育を実践する。
・植物の栽培を通して、生命の大切さ
に気付き、愛情深く関わる経験ができ
るよう保育を進める。
・DVD研修、紙面研修を通して職員や
保護者が学ぶ機会をもつ。

・保護者アンケートの「子供は自分を大切
にする気持ち（自尊感情）や他者を大切
にする気持ちを学んでいる」という評価項
目の肯定的な評価を70％以上とする。
・自尊感情の育成について、保育の中で
工夫していることの情報交換を積極的に
行う。
・人権に対する園内研修、保護者研修を
年１回以上行う。

A

・保護者アンケートでは、肯定的な評価を
80パーセント以上得ることができた。
・保育の中で、自分を大切に、友達を大切
にできるように関わり、友達の気持ちを知っ
たり自分の気持ちを伝えられるように取り
組んできた。
・DVD研修や子供の権利条約についての
紙面研修を行うことができた。

・子供達のトラブルや問題解
決に向けて職員間で情報交換
をし、自尊感情の育成に努め
る。
・子供達一人一人に寄り添うこ
とができるように、保護者や職
員の連携をより密にしていく。

・保護者の方からも先生からも友
達からも十分に認められる経験
が、自尊感情につながると思う。
・日々の保育の中で、認めてもらう
経験を重ねることができていると
思う。

教
師
の
教
育
力
の
向
上

教職員研
修の充
実・人材
の育成

・質の高い教育活動
が行えるように個々
の教師の力を育成す
る。

・質の高い教育活動に向けて、幼児理
解を基盤とした保育のあり方や環境構
成について話し合ったり園内研究、共
同研究を進めたりしていく。
・日々の子供の実態を把握し､必要な
支援について話し合い、共通理解を図
る。
・教師それぞれが自己目標を設定し、
個々の課題に向かって研修会に参加
するなどして、専門知識を深めながら
資質向上に努める。

・短期指導計画について隔週1
回、にじいろ会議を隔週1回実施
し、保育計画や、幼児理解に基
づいた話し合いを行い､共通理解
を図る。
・園内研究会を年間3回、共同研
究園との交流を年間2回以上実
施する。

B

・短期指導計画による情報交換を
し、子供の様子や必要な援助、環
境構成等について全職員で共通
理解を図り、子供が主体的に学ぶ
ことができる保育を実践するように
努めた。
・園内研究会を年間３回、共同研
究園との研修会を年間２回、互い
の園の研究会へ各会参加をし、共
に学び合うことができた。

・市内研究会の実施に
向け、講師を招聘した園
内研修会を年間３回、ま
た園内の研修を学期に
１回実施し、教職員の資
質向上に努める。
・共同研究園と共に学び
合うことができるように、
連携を密に取り、質の高
い教育活動が行えるよう
にする。

・小さな教師集団のため、今後共
同研究園を生かすことを期待す
る。

安全管理

・新型コロナウイルス
感染対策に努め､安
心安全な幼稚園生活
が過ごせるよう努め
る。
・危機管理体制の整
備を進める。
・安全指導を進めて
いく。

・ガイドラインや市教委からの通達
に基づき、感染対策を行う。
・感染症などの状況把握を行い、
早期予防に努める。
・避難訓練や不審者対応、交通マ
ナーなどの指導を定期的に実施す
る。
・園舎内や園庭、遊具等に危険箇
所がないか点検し、危険箇所の修
繕や撤去等を行う。

・「安心、安全に生活している」と
いう項目の肯定的な評価が80％
以上になる。
・日々感染対策を行うとともに、
感染症などの状況把握及び必要
に応じた情報提供を行う。
・避難訓練を年３回、防災訓練を
年１回行う。
・月１回安全点検を行う。

A

・９９％の肯定的な評価を得ること
ができた。
・感染症などの状況把握に努め、
教師間で情報を共有し、必要に応
じた情報提供を行うことができた。
・避難訓練、防災訓練を適宜行
い、教師の人的配置や各々の役
割などについて振り返ることができ
た。
・安全点検を行い、必要に応じて関
係機関と連携を図った。

・新型コロナウイルス感
染症については国の動
向を把握し、引き続き感
染対策を行っていく。
・今後も避難訓練の反
省を生かし、全職員が責
任をもって行動できるよ
うにする。
・安心、安全に生活でき
るよう、月１回の安全点
検及び日々の安全管理
に努める。

・徒歩で登降園する園児が少なく
なっている気がする。小学校の通
学に向けた交通マナーの指導も
大切である。
・引き続きいろいろな事態を想定
して、安全管理に努めてほしい。

学校園情
報の積極
的な発信

・保護者への情報発
信を工夫し、園教育
への理解を図る。

・紙面やホームページ等を通して現
在の様子を発信する。
・月１回クラスだよりを発行したり、
月４回以上ホームページを更新し
たりすることで、園教育の可視化を
図る。

・園だより、クラスだより等を月１回発行、
ホームページを月３回以上更新する。月
１回保育参観等、保育の公開を行う。
・保護者アンケートの、「幼稚園は、園だ
よりやいたみっこだより、クラスだよりなど
を通して園の情報や子供の様子を保護
者や地域に伝えている」の肯定的な評価
を８０パーセント以上にする。

B

・ホームページを月３回以上更新す
ることができた。
・保護者評価の肯定的な評価を８０
パーセント以上にすることはできた。し
かし、日々の保育の視覚的啓発を求
める声もあったので、降園時等を利用
し発信する方法を再考していく。

・今後も便りやホームペー
ジ、ドキュメンテーションな
どで教育内容や子どもの
様子を伝え、保護者との信
頼関係の構築に努め、理
解、協力が得られるように
取り組んでいく。

・園だよりでは、園全体の目標とするところ
から、日々の様子を、クラスだよりでは保
育のねらいから、子供達の言葉を含めた
様子まで細やかに書かれていて、思いが
伝わってくる。
・ホームページは、便り等、園や学級の様
子を細やかに保護者等に発信できてい
る。この機会を大切にしてほしい。

子育て
支援

・預かり保育の充実を
図り、子育て支援に
努める。

・「預かり保育」利用者増加に伴い、よ
り安全管理に努め、子供が安心安全
に過ごせるよう環境や活動内容を工
夫する。
・子供の様子や健康状態等教師間の
連携を図ると共に、保護者との連携も
密にし、子育て支援の充実に努める。
・子育て支援センター主催の「みんな
のひろば」　を実施し、支援員と連携を
図り、未就園児と保護者の様子等に
ついて職員間で情報を共有する。

・「保護者が安心して子育てがで
きる」と言う項目の評価を８０％以
上とする。
・預かり保育の必要性に応じた対
応ができるようにする。
・子育て支援センター主催の「み
んなのひろば」を年間9回実施す
る。

A

・預かり保育の利用者が増え、保護者のニーズ
に応えるように努めてきたことで、１００％の評価
を得た。子育て支援の充実につながっていると
考える。３歳児や個別支援を必要とする子供の
利用も増え、安全面等において子育て支援員の
サポートが必要であり人員配置が課題である
・子育て支援課主催の「みんなのひろば」は、コ
ロナ禍のため人数制限がある中、年間９回実施
することができた。毎回定員を上回る参加者が
あり、未就園児との自然な交流を図ることがで
き、保護者が安心して子供と過ごせる場となって
いた。また、保護者が入園前に幼稚園の様子を
知ったり園の教育について話を聞いたりできる
機会となっていた。

・預かり保育の利用者が増え
ることで、子供の安全確保、保
護者対応、事務作業の増加な
どの状況を共通理解し、引き
続き全職員での協力体制を図
る。
・就園前に園の様子や教育に
ついて知りたい未就園児の保
護者の要望に対応できるよ
う、引き続き「みんなのひろ
ば」の職員との連携を図りな
がら子供の様子を把握してい
く。

・預かり保育は、保護者のニーズ
に合い、評価も高く、利用者も多
いので、より安心安全に保育する
ため、十分な人員配置が必要。
・「みんなのひろば」は、未就園児
とその保護者にとっても園児に
とっても交流の場となっている。

組
織
運
営

業
務
改
善

業務改善

・園務分掌を責任を
もって遂行し、業務改
善への意識をもつ。

･園務日程を立て、計画的に職員会議
や作業に取り組む。
・園務分掌担当者が予め提案資料を
配布して会議に臨むなど各職員が責
任感をもって園運営に関わっていく。
・定時退勤日、毎定時退勤日を園務
日程に位置づけ、超過勤務縮減につ
いての意識を高める。

・教職員アンケートで業務改善の項
目の肯定的な評価を70パーセント以
上とする。
・月１回作業日を設定し、全職員で
効率よく作業に取り組む。
・職員会議を時間を決めて行う。
・月１回の定時退勤日､マイ定時退
勤日を実施する。

B

・園務日程に基づき、各担当者が責任をもって
検討事項を提案し、計画的に会議や作業に取り
組むよう努め、業務改善における教職員アン
ケート結果は90％であった。
・必要に応じて保護者の協力を得ながら、作業
時間を決めて効率よく作業を行うことができた。
・定時退勤日、マイ定時退勤日を位置づけてい
るが、保育環境設定、作業、事務処理、コロナ対
策、出張等仕事量が多く、超過勤務軽減につい
ては引き続き課題である。

・園務分掌担当者が中心とな
り、事前に提案資料を配布す
るなど効率よく職員会議を進
め、共通理解を図る。
・園務日程表に作業日を位置
づけ、計画的に行う。
・定時退勤日、マイ定時退勤
日の徹底、年休取得を図る。

・職員数が少ない中、業務は膨大で
ある。効率よく作業や会議を行いな
がら、業務改善に努められるとよい。

・ @

自己評価の基準　　Ａ：目標を上回った　Ｂ：目標どおりに達成できた　Ｃ：目標をやや下回った　Ｄ：目標を大きく下回った

次年度に向けた重点的な改善点
・園児が自分の好きなことや得意なことを見つける時間、皆で協力して取り組んだりチャレンジしたりする時間、生活習慣など健やかに安全にくらすためにしなければならないことをする時間など､今後も日々多様な経験を重ねながら､教職

員が一致団結し、子供も、教師自身もいきいきと生活し､成長してほしいと願う。

項目

確
か
な
学
力
の
向
上

学校関係者評価総括
・感染対策を行いながらも、日々成長する園児にできる限りの体験ができるようにと保育内容を検討し、実施されたと思う。
・研究の視点を一人一人を生かす遊びの環境作りに視点を絞り、研究を進めていこうとする姿勢はよいと思う。経験年数の差のある教師間で、互いに意見交換やそれぞれの思いを主張できる雰囲気づくりを大切にして、互いの教育力を高
めてほしい。

開
か
れ
た
・
信
頼
さ
れ
る
園
づ
く
り

令和4度　学校評価総括表　　                                                                                                                                                              伊丹市立伊丹幼稚園                                                                                                   

重点目標

教育目標 心豊かでいきいきと生活する子ども

豊
か
な
心
･
健
や
か
な
体
の
育
成

１　一人一人に応じた環境を構成し、個性を生かす保育をすすめる。　　２　友だちと共に伸びようとする仲間づくりを進める。
３　健やかな心と体づくりを進める。                                         　　４　.家庭・地域社会との連携を図り、地域に開かれた幼稚園づくりに取り組む。


